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（1）
生
徒
の
心
に
好
奇
心
の
灯
を
と
も
す

～
生
徒
の
将
来
の
姿
に

思
い
を
馳
せ
る
～　

「
平
凡
な
先
生
は
た
だ
話
す
。
良
い

先
生
は
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。
優

れ
た
先
生
は
や
っ
て
み
せ
て
く
れ
る
。

偉
大
な
先
生
は
心
に
好
奇
心
の
灯
を

と
も
す
。
」W

.A
.W

a
rd

の
言
葉

生
徒
た
ち
は
、
本
能
的
に
向
上
心

を
も
ち
知
識

・
技
能

・
能
力

・
態
度

を
身
に
付
け
よ
う
と
し
て
学
校
に
来

ま
す
。
人
と
学
ぶ
楽
し
さ
と
醍
醐
味

に
気
付
か
せ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
生
徒
の
学
習
意
欲
や
強
い
心
、

さ
ら
に
人
に
貢
献
す
る
喜
び
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
て
「
生
徒
自
身
が
学
ぶ
」

と
い
う
学
校
の
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
生

徒
に
、
日
々
の
学
習
や
体
験
が
将
来

の
自
分
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
が

あ
る
の
か
を
、
中
学
生
な
り
に
理
解

さ
せ
、
幸
せ
に
な
る
力
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。

（2）
全
員
支
援
教
育

全
員
支
援
教
育
と
は
、
全
員
を
理

解
す
る
教
育
で
あ
り
、
本
校
の
す
べ

て
の
教
育
活
動
を
支
え
る
も
の
で
、

特
別
支
援
教
育
の
考
え
方
や
手
法
で
、

全
生
徒
を
対
象
に
、
支
援
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。
特
別
支
援
教
育
校

内
委
員
会
で
は
、
課
題
や
困
り
感
を

も
つ
す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
に
、
情

報
共
有
を
行
い
、
具
体
的
な
支
援
の

仕
方
を
協
議
し
、
全
教
職
員
が
共
通

理
解
の
も
と
、
適
切
に
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
活
動
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
進
め

て
い
ま
す
。

（3）
地
域
に
お
け
る
学
校
文
化
を
大
事

に
す
る

学
校
は
、
生
徒
に
も
保
護
者
に
も

魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
常

に
考
え
て
い
ま
す
。
奥
多
摩
だ
か
ら
、

少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
充
実

し
、
先
取
の
精
神
で
学
び
の
質
を
深

め
る
こ
と
を
本
校
の
学
校
文
化
と
し

ま
す
。
「
こ
の
学
校
に
通
わ
せ
た
い
」

と
思
え
る
学
校
像
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
郷
土
を
愛
す
る
心
は
、
郷
土
で

過
ご
し
た
良
き
体
験
、
共
に
育
っ
た

仲
間
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

学
校
教
育
の
目
標
を
具
現
化
し
て
い

く
と
と
も
に
、
保
護
者
、
地
域
の
協

力
の
も
と
、
「
郷
土
の
中
で
育
つ
自
分

っ
て
い
い
ね
」
の
心
を
育
む
こ
と
を

大
事
に
し
ま
す
。
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１１
生生
徒徒
のの
心心
にに
好好
奇奇
心心
のの
灯灯
をを
とと
もも
すす 

～
生
徒
の
将
来
の
姿
に

思
い
を
馳
せ
る
。
～

「
平
凡
な
先
生
は
た
だ
話
す
。
良
い

先
生
は
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
。
優

れ
た
先
生
は
や
っ
て
み
せ
て
く
れ
る
。

偉
大
な
先
生
は
心
に
好
奇
心
の
灯
を

と
も
す
。
」W

.A
.W

ard

の
言
葉

生
徒
た
ち
は
、
本
能
的
に
向
上
心

を
も
ち
知
識
・
技
能
・
能
力
・
態
度

を
身
に
付
け
よ
う
と
し
て
学
校
に
来

ま
す
。
人
と
学
ぶ
楽
し
さ
と
醍
醐
味

に
気
付
か
せ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
生
徒
の
学
習
意
欲
や
強
い
心
、

さ
ら
に
人
に
貢
献
す
る
喜
び
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
て
「
生
徒
自
身
が
学
ぶ
」

と
い
う
学
校
の
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
生

徒
に
、
日
々
の
学
習
や
体
験
が
将
来

の
自
分
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
が

あ
る
の
か
を
、
中
学
生
な
り
に
理
解

さ
せ
、
幸
せ
に
な
る
力
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。

２２
全全
員員
支支
援援
教教
育育 

 
 

全
員
支
援
教
育
と
は
、
全
員
を
理

解
す
る
教
育
で
あ
り
、
本
校
の
す
べ

て
の
教
育
活
動
を
支
え
る
も
の
で
、

特
別
支
援
教
育
の
考
え
方
や
手
法
で
、

全
生
徒
を
対
象
に
、
支
援
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。
特
別
支
援
教
育
校

内
委
員
会
で
は
、
課
題
や
困
り
感
を

も
つ
す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
に
、
情

報
共
有
を
行
い
、
具
体
的
な
支
援
の

仕
方
を
協
議
し
、
全
教
職
員
が
共
通

理
解
の
も
と
、
適
切
に
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
活
動
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
進
め

て
い
ま
す
。

３３
地地
域域
にに
おお
けけ
るる
学学
校校
文文
化化
をを
大大
事事

にに
すす
るる 

学
校
は
、
生
徒
に
も
保
護
者
に
も

魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
常

に
考
え
て
い
ま
す
。
奥
多
摩
だ
か
ら
、

少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
充
実

し
、
先
取
の
精
神
で
学
び
の
質
を
深

め
る
こ
と
を
本
校
の
学
校
文
化
と
し

ま
す
。
「
こ
の
学
校
に
通
わ
せ
た
い
」

と
思
え
る
学
校
像
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
郷
土
を
愛
す
る
心
は
、
郷
土
で

過
ご
し
た
良
き
体
験
、
共
に
育
っ
た

仲
間
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

学
校
教
育
の
目
標
を
具
現
化
し
て
い

く
と
と
も
に
、
保
護
者
、
地
域
の
協

力
の
も
と
、「
郷
土
の
中
で
育
つ
自
分

っ
て
い
い
ね
」
の
心
を
育
む
こ
と
を

大
事
に
し
ま
す
。

教教育育目目標標  
――  郷郷土土をを大大切切ににしし、、２２11 世世紀紀ををたたくくままししくく生生ききるる生生徒徒のの育育成成をを目目指指ししてて  ―― 

≪≪校校訓訓≫≫ 「「協協働働」」 共共にに学学びび、、考考ええ、、実実行行すするる

生徒が自信をもち、将来の夢に向かいチャレンジする学校

【奥多摩中学校の教育活動の構造図】
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の
将
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思
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を
馳
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平
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先
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先
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先
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は
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れ
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先
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奇
心
の
灯
を

と
も
す
。
」W

.A
.W

ard

の
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生
徒
た
ち
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、
本
能
的
に
向
上
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を
も
ち
知
識
・
技
能
・
能
力
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態
度

を
身
に
付
け
よ
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と
し
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学
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来
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喜
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を
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め
る
こ
と
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目
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し
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。
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人
と
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し
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「
生
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と
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学
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に
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す
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伸
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あ
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れ
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れ
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あ
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を
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。
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の
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い
」

と
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る
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す
。

ま
た
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を
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す
る
心
は
、
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土
で

過
ご
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た
良
き
体
験
、
共
に
育
っ
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仲
間
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

学
校
教
育
の
目
標
を
具
現
化
し
て
い

く
と
と
も
に
、
保
護
者
、
地
域
の
協

力
の
も
と
、「
郷
土
の
中
で
育
つ
自
分

っ
て
い
い
ね
」
の
心
を
育
む
こ
と
を

大
事
に
し
ま
す
。 

教教育育目目標標   
――   郷郷土土をを大大切切ににしし、、２２11 世世紀紀ををたたくくままししくく生生ききるる生生徒徒のの育育成成をを目目指指ししてて   ――  

≪≪校校訓訓≫≫  「「協協働働」」  共共にに学学びび、、考考ええ、、実実行行すするる  
 

生徒が自信をもち、将来の夢に向かいチャレンジする学校 

【奥多摩中学校の教育活動の構造図】  
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第２２１号  

発 行  
奥 多 摩 町 教 育

委員会  
令和 2 年 9 月 1

日現在  

児童数  148 名  

生徒数   68 名  

教職員数 46 名  
 



１年生の音楽　　マスク着用で歌とリズム遊び

整えられた図書室　　季節を感じます

相手の陣地にキラキラボールを投げるゲーム

令和2年9月5日 奥 多 摩 の 教 育 第 2 2 1 号 （2）

古里小学校の特色のある教育活動
教育目標「命を大切にして　共に輝き　生きていこう」　かしこく　なかよく　たくましく

古里小学校の学校再開後の様子を紹介します。 学校は、 児童の元気と笑顔でいっぱいです。
児童は新しい生活様式の中、 学習に学校生活に一生懸命取り組んでいます。 そんな児童の心と
体にストレスがないかどうか、 保護者面談やスクールカウンセラーの全員面接、 医師の定期検診
で確認し、 全職員で日々児童を見守っています。

＜学習の取組＞
古里小学校では、 夏季休業の短縮や行事

の見直しを行い、 各学年の学習が十分にでき
る授業時数の確保に努めています。
各教室では黒板とICT機器を併用し、 視覚

的に分かりやすく効果的な授業を展開できるよ
うにしています。 今後、 タブレット端末が増設さ
れる予定があり、 調査やまとめに、 さらに活用
しようと楽しみにしています。

＜図書室の取組＞
古里小学校の図書室では、 学校休業中に

本をたくさん読んでもらえるよう、 課題提出日
に５冊借りられるようにしました。 学校再開後
は読書ノートの導入や季節のイベント（７月は
「廊下に金魚を泳がせよう」） を行い、 図書室
に行くと本を借りたくなるような仕掛けを用意
しています。 古里小の児童が本をたくさん読
む子に育つようさらに環境を整えていきます。

＜体力向上の取組＞
今年度は、 年間を通して体力向上の取組を

行っていきます。 ６月の体力強化旬間では、 昼
休みの校庭を使って「キラキラボール投げ」「じゃ
んけんグリコ」「ねことねずみ走」 を行いました。
今後は、運動会の練習やなわとび、持久走と、

児童が体を動かす機会を計画的に設けて、 体
力向上を図っていきます。



（３）第２２１号            奥多摩の教育            令和２年９月５日  

 
氷氷川川小小学学校校のの教教育育目目標標はは、、「「自自らら進進んんでで学学ぶぶ子子」」「「仲仲良良くくややささししいい子子」」「「健健康康でで明明るるいい子子」」のの３３つつでですす。  

特に１つ目の「自ら進んで学ぶ子」は、４月から始まった新学習指導要領においても、子どもたち

に身に付けさせるようにと強く求められている資質です。  
氷川小学校では子どもたちが楽しみながら学ぼうと意欲をもち、さらに将来必要とされる力を身

に付けるために、どこよりも早くプログラミング教育に取り組んでいます。  
 
 
 

専門的な知識を身に付けることがプログラミング教育の目的ではありません。  
 他の教科にも役立つようなこと、どの仕事についても役立てられる力を身に付け

ようとするのが、いま求められているプログラミング教育です。プログラミング教

育を通して身に付く２つの力と、その力をより高めるために氷川小で工夫していることをご紹介し

ます。  
 

 

 
 仕事でも趣味でも、何かをやろうとしたら

「目標」を立てますね。そして、その目標を達

成するために必要な手順を考えると思います。

効率よく達成するためには、一つ一つの手順を

工夫したり、場合によっては順番を入れ替えた

りします。その目標達成までに計画を立てるこ

とが「プログラミング」なのです。 

 

 
 
 

   

一見単純な作業も、一つ一つの動作に分けると

多くの要素が組み合わさっています。子どもたち

はパソコンやロボットカーに命令を組み合わせ

て、目標を達成しようと

試行錯誤をし、その過程

で段取り力を鍛えてい

ます。 

 

 

 今はどのような仕事でもコンピューターを活

用する場面が増えました。以前はパソコンが主

流でしたが、最近ではスマホやタブレットの性

能が向上し、手軽に高度なことができるように

なりました。このような機器を使えるようにな

ることは必須と言っても過言ではないと思いま

す。 

 氷川小学校では児童１人に１台ｉＰａｄがあ

り、プログラミングを行う際に実際に操作をし

ながら操作に慣れ親しんでいます。 

 また、プログラミング教育だけではなく、各

教科の学習においても

効果的に活用を図って

います。今年度はコロ

ナウィルスへの対応か

ら密になっての話し合

い活動ができないの

で、タブレットを活用

して学習中に情報交換

を図ることなども進め

ています。  

これまでの取組をさらに良いものにし、周囲にも広げていけるよう、保護者や地域の皆様と一緒

になってがんばっていきます。ご理解ご協力のほど、よろしくお願いします。 

プログラマーになるわけじゃないんだから、プログラミング教育な

んて必要ないんじゃない? 

プログラミング教育で付く力 その１  

段 取 り 力 

 
プログラミング教育で付く力 その２  

コンピューターを活用する力 
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て、目標を達成しようと

試行錯誤をし、その過程

で段取り力を鍛えてい
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 今はどのような仕事でもコンピューターを活

用する場面が増えました。以前はパソコンが主

流でしたが、最近ではスマホやタブレットの性

能が向上し、手軽に高度なことができるように

なりました。このような機器を使えるようにな

ることは必須と言っても過言ではないと思いま
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して学習中に情報交換
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効率よく達成するためには、一つ一つの手順を
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試行錯誤をし、その過程
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 今はどのような仕事でもコンピューターを活

用する場面が増えました。以前はパソコンが主

流でしたが、最近ではスマホやタブレットの性

能が向上し、手軽に高度なことができるように

なりました。このような機器を使えるようにな

ることは必須と言っても過言ではないと思いま
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り、プログラミングを行う際に実際に操作をし
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い活動ができないの
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して学習中に情報交換
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ています。  

これまでの取組をさらに良いものにし、周囲にも広げていけるよう、保護者や地域の皆様と一緒
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令和2年9月5日奥 多 摩 の 教 育（3） 第 2 2 1 号

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、プログラミン 

グ 教 育 だ け で は な く、

各教科の学習において

も効果的に活用を図っ

ています。今年度はコ

ロナウィルスへの対応

から密になっての話し

合い活動ができないの

で、タブレットを活用

して学習中に情報交換

を図ることなども進め

ています。

はパソコンやロボット

カーに命令を組み合わ

せて、目標を達成しよ

うと試行錯誤をし、そ

の過程で段取り力を鍛

えています。

プログラミング教育で付く力　その２

コンピューターを活用する力
プログラミング教育で付く力　その１

段　取　り　力



令和2年9月5日 奥 多 摩 の 教 育 第 2 2 1 号 （4）

特
別
支
援
教
育
と
は
、
障
害
の

あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
立
や
社
会

参
加
に
向
け
た
主
体
的
な
取
組
を

支
援
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
も
て

る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上
の

困
難
を
改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
、

適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
は
、
以

前
の
特
殊
教
育
対
象
の
障
害
だ
け

で
は
な
く
、
知
的
な
遅
れ
の
な
い

発
達
障
害
も
含
め
て
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
が

在
籍
す
る
全
て
の
学
校
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、

障
害
の
有
無
や
そ
の
他
の
個
々
の

違
い
を
認
識
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
共
生
社
会
の
形
成
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
現
在

及
び
将
来
の
社
会
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

奥
多
摩
中
学
校
に

　
　
　
　
自
閉
症

・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
ま
す

奥
多
摩
町
の

　
　
　
　
　
特
別
支
援
教
育

令和２年９月５日            奥多摩の教育             第２２１号（４）
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、、
知知
的的
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児児
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学学
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おお
いい
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施施
ささ
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すす
。。 

ささ
らら
にに
、、
障障
害害
のの
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児児
童童
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違違
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ささ
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ざざ
まま
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人人
々々
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生生
きき
生生
きき
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活活
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共共
生生
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形形
成成
のの
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礎礎
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るる
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のの
でで
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来来
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にに
とと
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要要

なな
意意
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奥
多
摩
町
の特

別
支
援
教
育

特別支援学校とは、障

害の程度が比較的重い子

どもを対象として、専門

性の高い教育を行う学校

です。幼稚園から高等学

校に相当する年齢段階の

教育を、特別支援学校の

そ れ ぞ れ 幼 稚 部 ・ 小 学

部・中学部・高等部で行

います。

障害のある子どもの教

育についての専門性を生

かして、地域の特別支援

教育のセンターとして、

近隣の小学校・中学校な

どからの求めに応じて助

言・援助も行っています。

奥多摩町では、主に東

京都立羽村特別支援学校

と連携し、町の特別支援

教育の更なる充実を図っ

ています。

通常の学級を含め、学校全体で特別支援教育が実

施されています。

〇特別支援教育コーディネーターと呼ばれる教員

が、学校内や学校間、関係機関との連絡・調整を

行ったり、保護者からの相談を受けたりします。

〇校内委員会を設置して、支援の方法を検討するな

ど、学校全体で障害のある子どもを支援します。

特特別別支支援援学学校校  町町立立小小・・中中学学校校  

 算数・数学では、習

熟 度 別 指 導 を 取 り 入

れています。また、奥

多摩町では、教育支援

員を配置し、よりきめ

細 か な 指 導 を 行 っ て

います。

通常の学級

交流

 通常の学級に在籍し、

ほとんどの授業を通常の

学級で受けながら、一人

ひとりの教育的ニーズに

応 じ た 指 導 を 週 １ ~８ 単

位時間、特別な教室で行

います。奥多摩町の小学

校では、「あおぞら教室」

の名称を用いています。

特別支援教室

 障害の種別ごとの少人数学級で、障害のある子ど

も一人ひとりに応じた教育を行います。奥多摩町で

は古里小学校に、知的障害特別支援学級（たんぽぽ学級）と

自 閉 症 ・ 情 緒 障 害 特 別 支 援 学 級 （ひまわり学級）、奥多摩中学

校に、知的障害特別支援学級を設置しています。

特 別 支 援 学 級

交流

共同学習

助言

援助



令和2年9月5日奥 多 摩 の 教 育（5） 第 2 2 1 号

令
和
３
年
４
月
よ
り
、
奥
多
摩
中
学

校
に
自
閉
症

・
情
緒
障
害
特
別
支
援

学
級
を
新
設
し
ま
す
。
東
京
都
教
育

委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
昨

年
度
か
ら
町
教
育
委
員
会
と
奥
多
摩

中
学
校
の
校
内
準
備
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
開
設
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

現
在
、
奥
多
摩
中
学
校
に
は
、
知
的

障
害
特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
で

は
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
支
援
学
校

の
教
育
内
容
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

小
集
団
の
中
で
、
個
に
応
じ
た
生
活
に

役
立
つ
内
容
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
体
力
づ
く
り
や
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
確
立
、
日
常
生
活
に
必
要
な
言

語
や
数
量
、
生
活
技
能
な
ど
の
指
導
で

す
。
ま
た
、
特
に
中
学
校
で
は
、
社
会

生
活
や
職
業
生
活
に
必
要
な
知
識
や

技
能
な
ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

新
設
さ
れ
る
自
閉
症

・
情
緒
障
害

特
別
支
援
学
級
で
は
、
基
本
的
に
は

通
常
の
学
級
と
同
じ
教
科
等
を
学
習
し

ま
す
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
対
人
関
係
の

形
成
や
生
活
に
必
要
な
ル
ー
ル
な
ど
に

関
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
奥
多
摩
中
学
校
に

お
い
て
、
自
閉
症

・
情
緒
障
害
特
別
支

援
学
級
に
入
級
を
希
望
さ
れ
る
保
護

者
の
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

✿
保
護
者
説
明
会
✿

〔
日
時
〕
令
和
２
年
９
月
25
日
㈮

午
後
２
時
か
ら

〔
場
所
〕
奥
多
摩
中
学
校

〔
内
容
〕

〇
東
京
都
の
特
別
支
援
教
育

〇
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学

　

級
の
教
育
課
程
（
自
立
活
動
等
）

〇
他
地
区
に
お
け
る
自
閉
症
・
情
緒

障
害
特
別
支
援
学
級
の
様
子
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
等
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

町
教
育
委
員
会

☎
(83)
‐
２
２
４
６

奥
多
摩
中
学
校

☎
(83)
‐
２
１
５
６

【
継
続
は
力
な
り
】

教
育
相
談
員　

原
島　

富
子

教
育
相
談
室
は
福
祉
会
館
の
２
階

に
あ
り
ま
す
。
図
書
館
の
向
か
い
側

奥
に
な
る
の
で
す
が
、
ド
ア
は
い
つ

で
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
事

が
無
く
て
も
お
気
軽
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

毎
年
夏
休
み
前
に
な
る
と
「
ピ
ー

ヒ
ャ
ラ
」
と
、
篠
笛
の
さ
わ
や
か
な

音
色
が
福
祉
会
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
り
ま
す
。
氷
川
小
学
校
運
動
会

で
獅
子
舞
が
演
技
さ
れ
る
の
で
、
練

習
か
披
露
し
て
く
れ
た
の
か
、
今
年

も
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
な
と
、
そ
の

音
色
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
私
も
子
ど
も
の
頃
、
地
元

の
お
祭
り
で
吹
か
れ
る
お
は
や
し
の

笛
の
音
色
が
大
好
き
で
、
い
つ
か
吹

い
て
み
た
い
と
密
か
に
思
っ
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
、
父
に
習
い
た
い

と
言
い
出
せ
ず
そ
の
願
い
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
地
域
の
お
祭

り
は
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な
り
寂
し
い

限
り
で
す
が
、
小
学
校
で
伝
統
芸
能

が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
指
導

に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
大

勢
の
方
の
支
援
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す
し
、
同
時
に
今
後
も
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
里
小
学
校
、
氷
川
小
学

校
に
は
「
ロ
ン
グ
遊
び
」
と
い
う
時

間
が
あ
り
ま
す
。
異
学
年
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
縦

割
り
班
等
遊
び
を
工
夫
し
て
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
人

数
が
減
少
し
、
各
学
年
と
も
ひ
と
ク

ラ
ス
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
き
ま

す
が
、
大
勢
の
人
と
の
交
流
の
中
か

ら
育
つ
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
異
学
年
と
い
う
こ
と
で
上
級

生
は
下
級
生
を
優
し
く
見
守
り
、
時

に
は
手
を
貸
し
導
い
て
い
ま
す
。
運

動
会
、
学
芸
会
、
音
楽
祭
等
多
く
の

行
事
の
中
か
ら
上
級
生
の
下
級
生
に

対
す
る
た
の
も
し
い
姿
を
毎
年
見
せ

て
も
ら
っ
て
き
て
い
た
な
と
思
い
ま

す
。
ロ
ン
グ
遊
び
の
内
容
を
企
画
す

る
の
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

奥
多
摩
中
学
校
に

　
　
　
　
自
閉
症

・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
ま
す

奥
多
摩
町
の

　
　
　
　
　
特
別
支
援
教
育

 
教
育
相
談
室
よ
り



郷
土
奥
多
摩
（
文
化
財
）

　
　
そ
の
18

木
造
蔵
王
権
現
立
像

文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

石
田
充
法

奥
多
摩
町
の
文
化
財
の
中
で
、
東

京
都
の
指
定
を
受
け
て
い
る
木
像
の

有
形
文
化
財
は
今
の
と
こ
ろ
１
件
で

す
。
今
回
は
そ
の
小
河
内
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
木
造
蔵ざ

お

う王
権ご

ん
げ
ん現

立
り
ゅ
う
ぞ
う像

と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
像
は
も
と
金き

ん

御み

た

け岳
神
社

（
旧

金
御
岳
権
現

・
明
治
の
修
験
道
廃
止

令
に
よ
り
神
社
に
な
っ
た
）
の
御
神

体
で
し
た
。
小
河
内
神
社
は
小
河
内

貯
水
池
建
設
の
た
め
水
没
し
た
小
河

内
全
地
域
に
祀
ら
れ
て
い
た
金
御
岳
、

温
泉
、
箭や

弓き
ゅ
う

、
貴
船
、
愛
宕
、
熊
野

（
青
木
）
、
御
霊
、
加
茂
、
御
岳

（
留
浦
）

の
９
神
社
を
勧
請
し
て
創
建
さ
れ
た

神
社
で
す
。
こ
の
内
、
金
御
岳
神
社

は
河
内
地
区
に
あ
り
氏
子
も
最
多
で

し
た
。
こ
の
神
社
に
は
九
州
地
方
の

作
と
思
わ
れ
る
尊
像
が
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
地
区
に
あ
っ
た
普
門
寺
の
開か

い
さ
ん山

物も
つ
が
い外

可か

什
じ
ゅ
う

和お
し
ょ
う尚

は
博
多
の
崇
福
寺
の

住
職
を
務
め
た
人
で
、
ま
た
、
神
社

の
古
額
「
蔵
王
大
権
現
」
は
五ご

せ世
直じ

き

庵あ
ん
け
い啓

瑞ず
い

和お
し
ょ
う尚

の
筆
に
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
普
門
寺
と
の

浅
か
ら
ぬ
関
係
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

蔵
王
権
現
は
修
験

道

（
山
林
や
鍾
乳
洞

に
こ
も
っ
て
秘
密
神

呪
を
修
行
し
、
霊
験

を
証
得
し
よ
う
と
す

る
一
派
で
、
神
道
な

ど
を
混
交
し
た
も
の

で
す
。
諸
宗
に
通
じ

る
立
場
を
と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

義

・
儀
礼
を
混
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
密
教
思
想
に
近
い
こ
と
も
あ
り
真

言
宗
や
天
台
宗
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

三
峰
山
、
一
石
山
、
大
岳
山
、
御
岳

山
な
ど
の
権
現
社
は
修
験
者
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
）
の
本
尊
で
、

密
教
と
山
岳
信
仰
の
結
び
つ
き
か
ら

生
ま
れ
た
、
イ
ン
ド
に
も
中
国
に
も

見
ら
れ
な
い
日
本
独
特
の
垂

す
い
じ
ゃ
く迹

神し
ん

（
仏

・
菩
薩
が
、
衆し

ゅ

生
じ
ょ
う

済さ

い

ど度
の
た
め

に
日
本
古
来
の
神
の
姿
に
権か

り

に
と
っ

て
現
わ
れ
た
神
＝
権
現
）
で
す
。
ま

た
、
奈
良
時
代
に
役

え
ん
の

小お

づ

ぬ角
＝

役
え
ん
の

行ぎ
ょ
う
じ
ゃ

者

（
修
験
道
の
開
祖
）
が
奈
良

・

吉
野
の
金き

ん

ぷ

せ

ん

峰
山
で
の
荒
修
行
に
よ
っ

て
感
得
し
た
権
現
で
、
平
安
時
代
以

後
、
修
験
道
の
発
達
に
つ
れ
て
全
国

的
に
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
形
像
は
、

片
足
を
高
く
上
げ
、
片
手
を
振
り
上

げ
る
躍
動
感
の
あ
る
姿
で
、
相そ

う
ぼ
う貌

（
形

ぎ
ょ
う
そ
う

相
）
は
怒ど

は

つ髪
忿ふ

ん

ぬ怒
相そ

う

（
頭
髪
を

逆
立
て
激
し
く
怒
っ
た
姿
）
で
す
。

（
左
図
参
照
）

小
河
内
神
社
の
像

（
１
図
）
は
一

木
造
り
で
、
差
し
寄
せ
た
両
腕
が
欠

け
、
（
金
御
岳
神
社
に
祀
ら
れ
て
い

た
と
き
は
ま
だ
両
腕
は
つ
い
て
い
た
。

２
図
）
右
足
の
上
げ
方
も
少
な
く
、

形
相
を
含
め
や
や
お
と
な
し
く
感
じ

ま
す
。
左
腕
に
弘
安
７
年

（
１
２
８

４
年
）
修
復
の
墨
書
銘
が
あ
り
、
都

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
町
内
に

は
数
少
な
い
平
安
時
代
の
優
れ
た
造

形
の
木
像
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
金
御

岳
神
社
に
は
、
こ
の
尊
像
の
外
に
数

体
の
蔵
王
権
現
が
祀
ら
れ
て
あ
り
、

鳥
取
の
三
仏
寺
奥
ノ
院
と
同
じ
く
、

１
つ
の
堂
宇
に
同
じ
尊
格
を
複
数
祀

る
こ
と
は
極
め
て
異
例
で
、
蔵
王
権

現
信
仰
の
謎
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。

現
在
小
河
内
神
社
に
は
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
作
と
み

ら
れ
る
20
体
を
超
え
る
尊
像
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
神
像
・
仏
像
・
武
人
像
・

女
人
像

・
童
地
蔵
等
多
彩
で
、
奥
多

摩
町
の
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
尊
像

群
と
い
え
ま
す
。
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（１図）

（２図）


